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ハウス野菜病害虫の省力防除について

上野　亘＊．真田輝夫＊・大沼幸男＊・小山田光男＊・藤田靖久＊

1　ま　え　が　き

施設内は高温．多湿になるために病舎虫が発生しや

すく，防除の回数が多くなる。したがって薬剤防除に

おいては作業の安全性と省力化とが強く要求される。

このような要望に対応する薬剤処理法として蒸散法お

よびフォタクマシソによる煙霧法をとりあげ，キュウ

リの病幸虫を対象に防除効果の検討およびハウス内に

おける薬剤粒子の分布状況を調査した。その結果，従

来の散布法と比佼し，蒸散法およびフォタクマシソ煙

霧法のいずれもが，実用性が高いことを認めたので報

告する。

第1表　薬剤の処理方法

2　試　験　方　法

蒸散法に関する試験は昭和47年から同50年まで4カ

年，フォ，クマシソ煙霧法に関する試験は昭和49年か

ら同50年まで2カ年行なった。試験の規模はいずれも

1区′、ウス1棟（55－257打r）反復なしで，供試薬剤

および処理方法は第1表のとおりである。

1　薬剤別防除効果の検討

同一薬剤を1－数回処理し，防除効果を検討した。

2　薬剤の組合せによる防除効果の検討

薬剤の組合せは第2表のとおりである。

防　 漁　 法 券　　　　　　 種 地　 理　　 方　 法 薬　 量　 と　 処　 理　 温　 度

蒸　　 散　　 法

p S － 5 A （普通 ）

100 － 8 （低温用 ）

ハウスの中央部に設置 ダコグレソ　　　 0．4才／／／ガ　 580

し，蒸散時間 15分間， コ．－ピーグレソ　　 0．4　　　　　 1°0

処理後 （18時 以降 ）か エムェスクレソ　 0．2°　　　　 500

ら翌朝 7 時 まで密封 プィピークレソ 0．4 180

ト ップジンM wp O，4 1dO

ペ ソ レートVp O．2 180

ス ミチ オン粒剤 0．5 1°0

フ ォッグマシン

塵　 霜　 法

プルスフォ，グE 工α ′、ウスの間口一方向か

ら煙霧する。処理後

ペ ソレー トW p

ダコニールW p
散 布法によ

（18 時以降 ）から翌朝

7 時 まで密封

モ レスタソ叩 F

D 】〕V f E ノ

＋ 拡散薬 50叫 l

・－4．5 g と し1D a に

る10 8 当 り

の使用量

こ水 を加 えて 5

処理する。

第2表　薬剤の組合せと地理回数

試 験 年 次 蒸　　　　　　　 散　　　　　　　 法 フ　 ォ ， ク’マ シ　 ン煙 霧 法

4 7　 年
A 区 ：ダ コ グ レソ ‘回 ， エ ム エ ス グ レ ソ 4 回

B 区 ：ユ【 ピ ーク レソ 8 回 ，エムエス クレソ4 回
－

4 8
ヱトーピー ク レン 7 回 ， ダコ グ レ ソ10 回

エ ム ェ ス ク レソ 2 回 ，
－

4 9 ダ コ グ レ ソ 2 回 ． ユ ムエ ス クレ ソ 2 回 ダ コ ニ ール W p 2 回 ， モ レス タ ソ V p 2 回

5 0
ユ ー ピー ク レ ン 4 回 ， ダ コ グ レソ 5 回 ペ ソ レー ト Wp 4 回 ， ダ コ ニー ル W p 5 回

工 人エ ス グ レン 1 回 ， プ ィ ピー ク レン 2 回 モ レス タ ン V p 1 回 ， p D V P　 E 2 回
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（山形県立園芸試験場）
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5　薬剤粒子の拡散状況

昭和49年，145町亡のビニールハウス内で薬剤の拡散

状況を調査した。収穫末期のキュウリが橋栽されてい

る中で．ハウスの下部（地上0．5m），中間部（地上1．0

m），上部（地上1．5m）合計54カ所に清浄なスライド

を設置し，蒸散法はダコグレソ（7月2日），フォう．〆

てシソ煙霧法はダコニール水和剤（7月5日）をそれ

ぞれ所定の量を処理し，18時から翌朝8時まで密封し．

第5表　薬剤別防除効果

その後スライドを回収し，1スライド5カ所800倍で

検鏡し，1視野当りの付着粒子数を調査した。

5　試験結果と考察

キュウリの病害虫に対し，蒸散法およびフォ，グマ

シン煙霧法による各種薬剤の防除効果は第5表および

第4表のとおりである。

防　 除　 法 薬 剤 名　 と地 理 回 数 ＊

ペ　 と　病 菌 どろんこ病 灰 カ ア　プ ラ　ム　シ

発 病　 虔
核

病
発　 病　 度

ビ
色病 減　 少　 率

47 年 48 49 47 48 49 4 7 47 48

蒸　 散　 法

ダ コグ レソ 2． 15 回

ユ ーピークレソ 15

トップジンりd w p 15

ペ ソ レー トV p ‘

ブイ ピーグ レソ 1， 1， 1

； 言 ＝； ニ；加用 1

ス ミチ オン粒剤 1

0．1 0

0．1

2A d

0

D 0

0

0

0

10 0

10 0

100 100

10 0

フォッグマシン

煙　 霧　 法
ペ ソレー トV p　　　　　　　　 d 0 0

散　 布　 法

ダコニ ール W p　 2

トップジソ M v p 15

ペ ソ レー トV p　 d

D D V P E 1， 1

ス ミチオン W p l

0．2

12．2

0

0

0

0

10 0 99

100

無　　 処　　 理 － 0．2 80．1 0 0 D 0．3 －7 0 5．8

＊　処理回数は年次順，菌核病，灰色カビ病は発病果率を示す0

第4表　薬剤の組合せによる防除効果

÷

ベ と病 発 病 度
う　どん　こ 病 菌 核 病 黒星 灰色ヵビ病 つる枯病 アプラ

ム シ
発　 病　 度 病 果 率 病率 病果（葉）率 病 葉 率 寄生数

47 48 49 50 47 48 49 50 48 50 47 47 48 50 47 48 50

蒸　 散　 法 25．0＊
25．5

0 25．8 0
口＊

D
0 0 0 0．7 0 0 0 11．5（8．の

エ4
十十1う 0 0 0

フォッグマシン
煙　 諺 法 － － 8．0 0 － D 0 0 5．7

（5，d） －
0

散　 布　 法 1R D 8，8 15，4 0 5．8 0 0 0 18．4 0 0 0 鼠7
（5．か
5．5
（8．5）
0 D 0

無　 処　 理 95．5 － 2R 7 0 8占．1 24．7 0 0 0．7

＊　上段：処理区A，下段：処理区B
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1　蒸　散　法

（11　ダコグレソおよびユーピーグレソは，べと病に

対し防除効果が高い。しかしうどんこ病に対しては発

生が少なく防除効果は，はっきりしなかった。

ェムエスクレソは，うどんこ病に対し防除効果が高

かった。

ペソレート水和剤は，灰色カビ病に対し有効であっ

たが，べと病に対しては劣った。

ブイピーーグレンおよびスミチオン粒剤は．アプラムシ

に対して防除効果がきわめて高かった。さらにプィピ

ークレンはユーピークレンと加用しても効果の減退は

みられなかった。

12）有効薬剤を組み合わせ通年的な防除を行ない散

布法と比較した。同一成分の薬剤を同じ回数処理した

場合，各病害虫の防除効果は散布法とほぼ同じ程度で

あった。

2　フォックマシソ煙霧法

川　ペソレート水和剤は灰色カビ病に有効であった。

（2）ダコニール水和剤およびモレスタン水和剤の組

み合わせ処理は，べと病およびうどんこ病に対し防除

効果が高かった。

（3）ペソレート水和剤．ダコニール水和剤，モレス

タソ水和剤およびⅠ沌Ⅴア乳剤の組み合わせ処理の効果

は，同一薬剤散布区と比佼し劣ることはなく同等であ

った。

5　薬剤の拡散

ハウス内における薬剤粒子の分布状況を第1回に示

した。

川　蒸散法による拡散状況は，地上1．0仇の中間部で

みるとほぼ均一に拡散している。詳細にみると中央部

（蒸散器の設置付近）がやや少なく，長辺の両端がや

や多い傾向がみられた。この傾向は下部および上部で

も同様で，同一地点における上，中，下各部の差は少

なかった。

（2）フォッグマシン煙霧法では，地上1．0mの中間部

蒸散法
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第1図　薬剤粒子の分布図

で粒子の付着状況をみると，ノズルのすぐ近くよりも

5爪附近が最も多く，さらに距離が遠くなる程少ない

傾向がみられた。上部ではほぼ均一に付着し，下部で

は若干付着むらの傾向がみられた。この原因は蒸散法

に比べ粒子が大きいので，落下粒子が垂直になるため

に植物の葉に影響されたものと思われる。

以上の結果から，蒸散法およびフォッグマシン煙霧

法は，防除効果の面では散布法に比べ劣ることなく，

勉理作業が容易で，安全性が高く，省力化できること

から実用性が認められる。

今後の問題点として蒸散法では，専用薬剤（ダコグ

レソ，ユーピークレソ，エムエスクレソ，サルファー

グレン，ブイピークレソ）の需給体制が充分でないこ

と，さらには新しい専用薬剤の開発の見通しが悲観的

なことである。

フォアグマシソ煙諸法では，現在市販されている農

薬は効果の面ではほとんどのものが使用可能と思われ

るが，使用方法が登録条件に該当しないこと，さらに

拡散剤（クマジェット）の登録がまだ認可されていな

いことである。


